
  

１１
月
１
日
実
施
さ
れ
た
「
住
民
投 

票
」
で
、
大
阪
市
を
廃
止
し
４
つ
の
特

別
区
に
分
割
す
る
「
都
構
想
」
が
反
対

６９
万
２
９
９
６
票
、
賛
成
６７
万
５
８

２
９
票
で
否
決
さ
れ
、
大
阪
市
の
存

続
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
は
「
大
阪
市
を

よ
く
す
る
会
」
に
結
集
し
て
「
都
構
想
」

否
決
・
大
阪
市
存
続
に
向
け
大
奮 

 

闘
し
ま
し
た
。 

 

７
月
２７
日
に
他
の
平
和
友
好
団
体

に
呼
び
か
け
、
住
民
投
票
勝
利
に
向

け
平
和
友
好
連
絡
会
の
会
合
を
持
っ

た
の
を
皮
切
り
に
計
４
回
会
合
を
重

ね
、
次
の
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

◇
８
月
１８
日
５
団
体
６
人
で
空
堀
商

店
街
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
宣
伝 

◇
９
月
４
日
４
団
体
１３
人
で
「
協
定

書
」
議
決
！
怒
り
の
緊
急
対
話
・
宣

伝
行
動
（
於
Ｊ
Ｒ
桃
谷
駅
前
） 

◇
９
月
２２
日
３
団
体
７
人
で
福
島
区

で
「
よ
く
す
る
会
」
の
チ
ラ
シ
配
布 

 

◇
１０
月
１２
日
１８
人(

大
保
連
１０
人

含
む) 

空
堀
商
店
街
で
公
示
日
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
宣
伝 

◇
１０
月
２５
日
午
前
中
１１
人(

奈
良
県

平
和
委
員
会
４
人
含
む)

で
近
鉄

上
本
町
駅
宣
伝 

         

  

◇
１０
月
２６
日
４
団
体
７
人
で
空
堀

商
店
街
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
宣
伝 

◇
１１
月
１
日
上
羽
事
務
局
長
が
、
午

前
８
時
半
か
ら
夕
刻
ま
で
天
王

寺
・
大
江
小
学
校
前
で
、
山
本
樹
青

年
協
議
長
と
溝
部
光
青
年
学
生
部

委
員
長
が
真
田
山
小
学
校
前
で
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

【
市
内
基
礎
組
織
も
奮
闘
】 

大
阪
市
内
の
基
礎
組
織
も
大
奮
闘

し
ま
し
た
。
市
内
に
は
福
島
、
北
区
、

旭
区
、
都
島
、
生
野
、
住
之
江
、
天
王

寺
、
平
野
、
西
淀
川
、
東
住
吉
の
１０
区

に
基
礎
組
織
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

う
ち
７
区
で
反
対
票
が
賛
成
票
を
上

回
り
ま
し
た
。 

   

１１
月
２
日
千
坂
純
日
本
平
和
委
員

会
事
務
局
長
か
ら
住
民
投
票
勝
利
へ

の
お
祝
い
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。 

―

大
阪
平
和
委
員
会
の
み
な
さ
ん
、

大
阪
都
構
想
阻
止
、
大
快
挙
で
す

ね
！ 最

近
の
市
民
運
動
の
大
快
挙
で
す
。

吉
村
効
果
で
公
明
党
を
取
り
込
ん
で
、

こ
の
チ
ャ
ン
ス
と
や
っ
て
き
た
維
新

の
思
い
上
が
っ
た
思
惑
を
、
見
事
に

打
ち
砕
き
ま
し
た
よ
ね
。
求
心
力
の

低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
で
す
ね
。
し

か
も
、
こ
れ
を
通
じ
て
菅
と
関
係
を

強
め
、
自
公
維
の
改
憲
ラ
イ
ン
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
流
れ
に
も
打
撃
を
与

え
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
当
初
の
劣
勢

を
跳
ね
返
し
て
、
文
字
通
り
草
の
根

運
動
で
ひ
っ
く
り
返
し
た
。
そ
の
中

軸
に
自
覚
的
な
市
民
運
動
と
日
本
共

産
党
を
は
じ
め
と
す
る
立
憲
野
党
の

み
な
さ
ん
の
奮
闘
が
存
在
し
た
こ
と

は
見
る
人
が
見
れ
ば
一
目
瞭
然
。
も

う
、
何
重
に
も
勇
気
を
与
え
る
す
ご

い
成
果
で
す
。
お
疲
れ
様
で
し
た
！

大
阪
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。―

 

 

  

１１
月
４
日
大
阪
平
和
委
員
会
は
２６

人
の
出
席
で
１１
月
常
任
理
事
会
を
開

催
。
全
員
発
言
し
、
は
か
ら
ず
も
住
民

投
票
の
祝
勝
会
と
な
り
ま
し
た
。 

西
晃
会
長
が
冒
頭
と
最
後
の
挨
拶

で
「
今
回
の
住
民
投
票
で
は
路
地
裏

と
草
の
根
の
宣
伝
対
話
、
党
派
を
超

え
た
市
民
の
つ
な
が
り
が
い
ろ
ん
な

人
に
元
気
を
与
え
た
。
憲
法
９７
条(

基

本
的
人
権
の
本
質)

に
『
こ
の
憲
法
が

日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権

は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲

得
の
努
力
の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
権
利
は
、
過
去
幾
多
の
試
練
に

堪
え
、
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
対

し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の

権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
』
と
謳
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
勝
利

こ
そ
幾
多
の
試
練
に
堪
え
た
も
の
、

不
断
の
努
力
に
よ
り
勝
ち
取
っ
た
も

の
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

         

  

―

溝
部
光
青
年
学
生
部
委
員
長
手
記 

住
民
投
票
を
や
る
と
聞
い
た
と
き

思
っ
た
の
が
「
ま
た
大
阪
市
を
文
字

通
り
ぶ
ち
壊
す
の
か
！
！
」
と
い
う

こ
と
。
５
年
前
、
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

だ
と
あ
れ
だ
け
言
っ
て
た
癖
に…

 

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ―

１９
で
大
変
な
こ
の
時

期
に
、
対
策
そ
っ
ち
の
け
で
大
阪
市

廃
止
に
固
執
す
る
の
も
異
様
だ
っ

た
。
外
国
籍
の
住
民
を
排
除
し
た
の

も
許
せ
な
か
っ
た
。
１０
月
下
旬
ま
で

は
多
忙
で
大
阪
市
内
の
運
動
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
以
降

は
連
日
街
頭
に
立
っ
た
。
維
新
の
妨

害
が
あ
っ
た
り
、
公
明
党
支
持
者
か

ら
の
激
励
が
あ
っ
た
り
、
色
々
な
こ

と
が
あ
っ
た
。
１
日
の
夜
、
谷
６
近

く
の
事
務
所
で
開
票
速
報
を
見
守
っ

た
。
反
対
多
数
確
実
が
出
た
時
、
皆

で
泣
い
た
。 

大
阪
市
廃
止
が
阻
止
さ
れ
て
本
当

に
良
か
っ
た
。
た
だ
し
闘
い
は
こ
れ

で
終
わ
り
で
は
な
い
。
こ
の
住
民
投

票
は
維
新
政
治
の
下
で
行
わ
れ
た
。

バ
ス
を
潰
し
、
学
校
を
潰
し
、
病
院

を
潰
し
て
き
た
の
が
維
新
。
今
度
は

我
々
が
維
新
を
潰
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

  

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
「
３
密
」
に
気

を
つ
け
な
が
ら
１１
月
１６
日
正
午
か

ら
１
時
間
に
わ
た
り
近
鉄
上
本
町
駅

前
で
２
カ
月
ぶ
り
に
沖
縄
連
帯
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

上
羽
事
務
局
長
は
マ
イ
ク
を
通
し

て
「
菅
政
権
は
日
本
学
術
会
議
へ
の 

        

 

不
当
な
政
治
介
入
を
や
め
、
任
命
拒

否
を
撤
回
せ
よ
」「
菅
政
権
は
沖
縄
県

民
の
意
志
を
踏
み
に
じ
り
、
２
兆
５

５
０
０
億
円(

沖
縄
県
試
算)

を
か
け

て
米
軍
の
た
め
に
辺
野
古
新
基
地
を

つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
お

金
は
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
危
機
に
陥

っ
て
い
る
医
療
機
関
の
支
援
に
回
す

べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

つ
い
最
近
沖
縄
入
り
し
辺
野
古
新

基
地
建
設
現
場
を
「
平
和
丸
」
に
乘
っ

て
視
察
し
て
き
た
う
た
ご
え
協
議
会

の
仲
間
た
ち
が
「
沖
縄
を
返
せ
」
な
ど

の
歌
を
う
た
い
、
勢
い
の
あ
る
宣
伝

行
動
と
な
り
、「
辺
野
古
新
基
地
建
設

中
止
と
普
天
間
基
地
撤
去
を
求
め
る

署
名
」
が
６０
筆
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 
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今
度
潰
す
の
は
維
新

楽
し
い
闘
い
で
し
た 
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激
し
く
た
た
か
わ
れ
た
住
民
投

票
の
余
韻
も
冷
め
や
ら
ぬ
１１
月
８
日
、

山
の
辺
の
道
・
柳
本
の
上
羽
さ
ん
（
大

阪
平
和
委
員
会
事
務
局
長
）
の
柿
山

へ
４
基
礎
組
織
（
北
区
、
西
淀
川
区
、

東
住
吉
区
、
天
王
寺
区
）
と
大
阪
平
和

の
メ
ン
バ
ー
１８
名
で
行
っ
て
き
ま
し

た
。
紅
葉
も
す
す
ん
だ
秋
晴
れ
に
め

ぐ
ま
れ
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
日

で
、
話
題
は
も
っ
ぱ
ら
住
民
投
票
の

こ
と
で
し
た
。 

 

柿
山
に
行
く
ま
で
に
黒
塚
古
墳
と

崇
神
天
皇
陵
を
見
学
し
、
歩
く
こ
と

２０
分
で
柿
山
へ
。
４
人
一
組
で
脚
立

に
上
が
っ
て
柿
を
次
々
と
収
穫
し
て

い
き
ま
し
た
。
お
腹
も
す
い
た
と
こ

ろ
で
、
自
然
食
野
菜
豊
富
な
サ
ン
チ

ェ
リ
ー
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
、
自

己
紹
介
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

「
住
民
投
票
で
勝
利
で
き
た
こ
と
、

今
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
」「
市
民
一
人

一
人
の
『
大
阪
市
を
守
り
た
い
』
と
い

う
熱
い
思
い
が
行
動
と
な
り
、
市
民

の
勝
利
だ
」「
多
く
の
人
が
支
援
に
来

て
く
れ
て
、
す
ご
く
、
励
ま
さ
れ
た
」

「
今
ま
で
投
票
に
行
っ
た
こ
と
の
な

い
人
が
投
票
し
、
小
学
生
が
、
必
死
で

母
親
を
投
票
場
へ
引
っ
張
っ
て
い
っ 

て
い
た
」
「
在
日
の
方
は
選
挙
権
が 

          

 

な
い
け
ど
、
何
か
行
動
し
た
い
と
知

人
に
電
話
を
か
け
て
く
れ
た
」「
み
ん 

な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
信
じ
ら
れ
な

い
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、
確
信
し

た
」
な
ど
喜
び
の
声
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
平
和
委
員
会
の
役
割
が

よ
り
明
確
に
な
っ
た
住
民
投
票
、
こ

れ
か
ら
も
、
学
習
と
行
動
を
す
す
め
、

仲
間
増
や
し
頑
張
ろ
う
と
。
お
弁
当

に
も
感
激
の
声
が
。
柿
狩
り
で
、
こ
の

間
の
疲
れ
も
ふ
っ
と
ん
で
、
素
敵
な

１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

 

(

吉
田
一
江
事
務
局
次
長 

記)
 

   ―

上
野
と
き
子
都
島
会
長
の
手
記―

 

１１
月
１２
日
か
ら
夫
の
故
郷
・
広

島
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
原
爆
資
料

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
原
爆
の
悲

惨
さ
が
更
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
元
安

橋
タ
モ
ト
の
カ
フ
ェ
で
義
母
の
兄
が

郵
便
局
長
だ
っ
た
が
職
員
す
べ
て
が

原
爆
投
下
で
即
死
、
そ
の
殉
職
の
碑

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
２
８
８
名
即

死
。
ま
た
、
い
と
こ
は
西
宮
か
ら
疎
開

し
、
広
島
二
中
で
勉
強
し
て
い
ま
し

た
が
即
死
。
そ
の
慰
霊
碑
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。
姉
は
広
島
市
女
、
６
７
９

人
が
建
物
疎
開
中
に
直
撃
さ
れ
全
滅
。

骨
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
犠
牲
者
は
子
ど

も
た
ち
も
多
く
痛
ま
し
い
。
核
廃
絶
運

動
で
日
本
政
府
に
迫
り
た
い
。 

 

    

   

  

日
本
平
和
大
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
）
が
１１
月
２１
日
開
催
さ
れ
大
阪
で

は
平
和
委
員
会
事
務
所
、
職
場
、
地
域

計
１２
カ
所
で
視
聴
会
が
持
た
れ
ま
し

た
。 

 

事
務
所
で
は
西
晃
会
長
な
ど
１１
人

が
視
聴
し
ま
し
た
。
以
下
は
西
晃
会

長
と
東
住
吉
・
長
谷
川
さ
ん
の
感
想

文
で
す
。 

西
晃
会
長―

み
な
さ
ま
、
本
日
は

お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
真
に

平
和
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て

考
え
る
大
会
で
し
た
ね
！ 

決
し
て
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く

人
間
の
尊
敬
を
大
切
に
す
る
仲
間
を

信
じ
て
、
歴
史
の
進
歩
を
信
じ
て
共

に
進
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

長
谷
川
孝
子
さ
ん
（
東
住
吉
）―

平
和
大
会
オ
ン
ラ
イ
ン
に
３
０
０
０

人
参
加
。
感
動
の
内
容
で
し
た
。
安

田
菜
津
紀
さ
ん
・
中
野
晃
一
さ
ん
の

お
話
解
り
や
す
い
言
葉
で
伝
え
る
力

を
学
び
ま
し
た
。
諦
め
ず
、
声
を
あ

げ
続
け
る
全
国
の
草
の
根
か
ら
の
報

告
、
平
和
委
員
会
の
幅
の
広
さ
に
感

銘
。
視
聴
で
き
た
事
に
感
謝
し
ま

す
。 

         

  

八
尾
平
和
委
員
会
は
１０
月
１７
日

午
後
河
内
へ
い
わ
館
で
１５
人
の
参
加

で
２
時
間
に
わ
た
り
「
敵
基
地
攻
撃

能
力
」
保
有
問
題
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。 

講
師
は
上
羽
事
務
局
長
。
テ
キ
ス

ト
は
岩
波
「
世
界
」
１０
月
号
に
掲
載

さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋

氏
の
寄
稿
文
「
イ
チ
か
ら
わ
か
る
敵

基
地
Ｑ
＆
Ａ
を
裏
表
１
枚
に
ま
と
め

た
も
の
。 

奥
村
八
尾
平
和
委
員
会
事
務
局
長

が
Ｑ
の
部
分
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
に

対
し
上
羽
事
務
局
長
が
Ａ
の
部
分
を

読
み
上
げ
る
形
式…

 

Ｑ
１ 

自
民
党
は
８
月
「
相
手
領

域
内
で
も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
な
ど
を
阻

止
す
る
能
力
の
保
有
を
含
め
て
、
抑

止
力
を
安
倍
政
権
下
で
向
上
さ
せ
る

た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
」

と
提
言
し
ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
求

め
た
の
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
と
は
別
の
も
の
で
す
か
。 

Ａ 

同
じ
で
す
。
首
相
官
邸
の
主

導
で
、
年
末
に
は
「
国
家
安
全
保
障
戦

略
」
を
改
訂
し
、「
防
衛
計
画
の
大
綱
」

「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」
も
改
訂

し
、
閣
議
決
定
し
ま
す
。
国
家
安
全
保

障
戦
略
に
は
、
敵
基
地
攻
撃
を
含
む

ミ
サ
イ
ル
防
衛
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
、

経
済
安
全
保
障
の
３
点
が
新
た
に
盛

り
込
ま
れ
る
予
定
で
す
。
安
倍
政
権

は
、
２
０
１
５
年
に
安
全
保
障
関
連

法
に
よ
り
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

一
部
解
禁
し
、
さ
ら
に
戦
闘
地
域
に

お
け
る
他
国
軍
の
支
援
も
可
能
に
し

ま
し
た
。
今
度
は
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
保
有
に
よ
り
、
わ
が
国
が
単
独
で

も
他
国
を
攻
撃
で
き
る
能
力
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

上
羽
事
務
局
長
は
こ
の
や
り
方
で

Ｑ
２
か
ら
Ｑ
１０
に
答
え
る
と
と
も
に
、

「
中
ロ
の
『
核
ミ
サ
イ
ル
』
は
こ
の
間

極
超
音
速
兵
器
の
方
向
に
変
貌
を
と

げ
、
現
存
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ

ス
テ
ム
に
頼
る
限
り
、
極
超
音
速
兵

器
を
阻
止
で
き
る
、
ど
の
よ
う
な
迎

撃
方
法
も
な
い
」「
ど
ん
な
に
強
靭
で

高
性
能
な
兵
器
で
武
装
し
よ
う
と
も
、

そ
れ
ら
は
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
は
無

力
で
あ
る
」(

池
内
了
さ
ん
の
言
葉)

と
述
べ
、
「
平
和
憲
法
を
守
り
、
軍
事

費
を
削
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
と
暮
ら
し

に
回
せ
」
の
運
動
を
強
化
し
よ
う
と

ま
と
め
ま
し
た
。 

学
習
会
の
後
、
参
加
者
全
員
が
自

己
紹
介
と
近
況
報
告
を
し
ま
し
た
。 

１１
月
７
日
に
も
東
大
阪
平
和
委
員

会
が
上
羽
事
務
局
長
を
講
師
に
し
て

同
じ
学
習
会
を
１０
名
の
参
加
で
開
き

ま
し
た
。 
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  紅
葉
下
の
柿
狩
り

り
・
紅
葉
満
喫 

四
地
域
組
織 

 

敵
基
地
攻
撃
能
力
っ
て
何

溝
部
光
青
年
学
生
部
委
員
長 

核
兵
器
廃
絶 

広
島
で
決
意 

 

 

 

日
本
平
和
大
会
視
聴  

【１２月の行事案内】  
5日(土) 革新懇「講演と文化のつどい」  

14：15 阿倍野区民センター 
9日(水) ６・９行動 12：00 上本町駅前 

10日(木) 西淀川総会 18：00 区民ホール 
12日(土) 八尾総会 14：00 河内へいわ館 
13日(日) 「敵基地攻撃・大軍拡」に反対するつどい 

13：00～ グリーン会館大ホール 
15日(火) 沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅前 
20日(日) 学術会議任命拒否に反対するつどい 

       13：30～ 大阪平和委員会事務所 
22日(火) 正月もち搬入・届 
23日(水) 安保 23行動 12：00 淀屋橋 
25日(金） 憲法会議幹事会 18：00 
 


